
科学研究費助成事業（科研費）
事業概要

○ 人文学・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までの
あらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させる
ことを目的とする「競争的資金」

○ 大学等の研究者に対して広く公募の上、複数の研究者(7,000人以上)が応募
課題を審査するピアレビューにより、厳正に審査を行い、豊かな社会発展の基盤と
なる独創的・先駆的な研究に対して研究費を助成

○ 審査区分の大括り化等による審査システム改革や、挑戦性を重視した研究種目
の見直し等による「科研費改革2018」を全面展開

○ 科研費の配分実績（令和元年度）
・応募約10万件に対し、新規採択は約2.9万件
・継続課題と合わせて、年間約7.9万件の研究課題を支援

令和2年度予算額(案) 237,350百万円
(前年度予算額 237,150百万円)
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億円 科研費の予算額の推移

年度
（案）（注）科研費の「基金」の予算額には、採択課題の研究期間全体の配分予定額を含む

(補正50億
を含む)

基金の導入

令和2年度制度改善の概要
（科研費の研究種目体系）令和2年度事業の骨子

1.新興・融合領域の開拓の強化 (「学術変革領域研究」の創設等)

2.若手研究者への重点支援 (若手の挑戦機会の拡大等)

○ 「新学術領域研究」を発展的に見直し、次代の学術を担う研究者の参画を
得つつ、学術の体系や方向の変革・転換を先導する新種目「学術変革領域
研究」を創設

○ 大括り化した審査区分の下で斬新な発想に基づく大胆な挑戦を促す「挑戦
的研究(開拓)」を大幅に拡充するとともに新たに基金化。併せて、若手を含
むより幅広い研究者層の挑戦を促進するため重複応募・受給制限を緩和

○ 若手研究者のキャリア形成に応じた支援を強化する「科研費若手支援プラ
ン」の実行により、令和元年度に大幅に拡充した「若手研究」の配分水準を
確保するとともに、「研究活動スタート支援」を更に拡充。併せて、より大規
模な研究への若手の挑戦を促進する重複応募制限の緩和に対応して、
「基盤研究(B)、(A)」を拡充

○ 次代の学術を担う研究者のリーダーシップの下、より萌芽的段階にある
新興・融合領域の開拓を目指す「学術変革領域研究(B)」を創設 (再掲)

○ 若手の参画を必須として国際共同研究を加速する「国際共同研究強化
(B)」を拡充
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・博士後期課程への進学者数の減少
・社会のニーズに応える質の高い博士
人材の育成

・研究者ポストの低調な流動性と
不安定性

・研究マネジメント等を担う人材の育成

・若手が自立的研究を実施するため
の安定的資金の確保が課題

・新たな研究分野への挑戦が不足
・資金の書類様式・手続が煩雑

・研究に充てる時間割合が減少
・研究組織内外の設備・機器等の
共用や中長期的・計画的な整備
更新の遅れ

・研究基盤の運営を支える技術
専門人材の育成

日本の研究者を
取り巻く主な課題

大
学
改
革

研究環境の改革

研究人材の改革

研究資金の改革
我が国の研究力
の国際的地位を
V字回復

諸外国に比べ研究力が相対的に低迷する現状を一刻も早く打破するため、
研究「人材」、「資金」、「環境」の改革を、「大学改革」と一体的に展開

417億円 (   412億円)

3,196億円 (3,173億円)

949億円 (   952億円)

◎大学院教育改革の推進、経済不安等への対応
◎若手研究者の「安定」と「自立」の確保と研究に専念

できる環境の整備
◎キャリアパスの多様化・流動性の促進
◎国際化・国際頭脳循環、国際共同研究の促進
◎チーム型研究体制の構築

◎基盤的経費と競争的資金によるデュアルサポート
◎国際競争力強化に向けた研究拠点の形成
◎外部資金の獲得・企業投資の呼び込み強化

◎大型・最先端の設備に誰でもアクセス可能に (組織間)
◎どの組織でも高度な研究が可能な環境へ (組織単位)
◎未来型の研究ラボを先駆けて実現（ラボ単位）
◎チーム型研究体制による研究力強化

(研究支援体制の強化)

【令和元年度補正予算額(案)：11億円】

【令和元年度補正予算額(案) ：550億円】

【令和元年度補正予算額(案) ：295億円】

研究「人材」「資金」「環境」改革と大学改革の一体的展開
～研究力向上改革2019の着実な推進～

令和2年度予算額(案) 4,562億円
(前年度予算額 4,537億円)

令和元年度補正予算額(案) 856億円
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科学技術イノベーション人材の育成・確保
科学技術イノベーションを担う多様な人材の育成や活躍促進を図るための様々な取組を重点的に推進。

研究者

ポスドク

大学院

大学

高等学校

小中学校

◆次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT）
445百万円（384百万円）

◆特別研究員事業 15,635百万円（15,627百万円）

◆プログラム・マネージャーの育成・活躍推進 117百万円（117百万円）

◆ダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ

1,014百万円（1,008百万円）

◆特別研究員(RPD)事業
930百万円（930百万円）

◆女子中高生の理系進路
選択支援プログラム

42百万円（43百万円）

研究と出産・育児等のライフイベントとの両立や
女性研究者の研究力向上を通じたリーダーの
育成を一体的に推進するダイバーシティ実現に
向けた大学等の取組を支援。

科学技術、理科・数学への更なる関心向上、
優れた素質を持つ生徒の発掘・才能の伸長。

国際科学技術コンテスト

優秀な若手研究者に対する主体的な研究機会の提供

イノベーションの担い手となる多様な人材の育成・確保

我が国を牽引する若手研究者の育成・活躍促進
◆卓越研究員事業 1,578百万円（1,756百万円）

優れた若手研究者が産学官の研究機関において安定かつ自立した研究環境を得て自主的・自立的な研究に専念できるよう、研究者・研究機関を支援。

女子中高生の理系分野への興味・関心を高
め、適切に理系進路を選択することが可能とな
るよう、地域で継続的に行われる取組を推進。

◆データ関連人材育成プログラム 271百万円（303百万円）

◆スーパーサイエンスハイスクール（SSH）支援事業
2,219百万円（2,219百万円）

◆グローバルサイエンスキャンパス 429百万円（419百万円）
先進的な理数系教育を実施する高等学校等をSSHに指定し、支援。

◆ジュニアドクター育成塾 241百万円（240百万円）
理数分野で卓越した才能を持つ児童生徒を対象とした大学の育成活動を支援。

起業活動率の向上、アントレプレナーシップの醸成を目指し、ベンチャー創出力を強化。

優れた研究者が、出産・育児による研究中断
後に、円滑に研究現場に復帰できるよう、研究
奨励金を支給し、支援。
(RPD: Restart Postdoctoral Fellowship)

◆世界で活躍できる研究者戦略育成事業 314百万円（240百万円）
我が国の研究生産性の向上を図るため国内外の先進事例の知見を取り入れ、世界トップクラスの研究者育成に向けたプログラムを開発し、
トップジャーナルへの論文掲載や海外資金の獲得等に向けた支援体制など、研究室単位ではなく組織的な研究者育成システムを構築。

若手研究者等の育成・活躍促進若手研究者等の育成・活躍促進

次代の科学技術イノベーションを担う人材の育成次代の科学技術イノベーションを担う人材の育成

女性研究者の活躍促進女性研究者の活躍促進

各学校段階における切磋琢磨の場各学校段階における切磋琢磨の場

◆サイエンス・インカレ
65百万円

（65百万円）

◆研究人材キャリア情報活用支援事業 144百万円（126百万円）

大学、企業等がコンソーシアムを形成し、各分野の博士人材等について、データサイエンス等のスキルを習得させる研修プログラムを開発・実施
し、多様な場での活躍を図るとともに、高等学校等との連携により、AI・数理・データサイエンスに関する探究的な学習を促進。

◆国際競争力強化研究員事業 188百万円（111百万円）
優れた若手研究者に研究奨励金を給付して研究に専念する機会を与え、研究者としての能力向上を支援。

令和2年度予算額(案) 24,138百万円
(前年度予算額 24,699百万円)

※運営費交付金中の推計額含む
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• イノベーションの源泉である多様で卓越した知を生み出す基盤の強化のため、独創的で質の高い多様な学術研究と政策的な戦略に基づく基礎研究を強力かつ継続的に推進すると
ともに、研究者が研究に専念できる研究環境を確保し、創発的研究の場を形成する。

• 国内外の優れた研究者を惹きつける世界トップレベルの研究拠点の構築を支援するとともに、大学の研究力強化のための取組を戦略的に支援し、世界水準の優れた研究大学群を
増強する。

• 競争的研究費改革と連携して研究開発と機器共用の好循環を実現する新たな共用システムの導入等を推進する。

大学等への集中的な支援を通じてシステム改革等の自主的な取組を促すことにより、高度に国際化された研究環境と世界ト
ップレベルの研究水準を誇る「目に見える国際頭脳循環拠点」を充実・強化するとともに、世界的研究拠点群の持続的発展に
向けた体制強化及び成果の横展開を着実に進める。

世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）

世界水準の優れた研究大学群を増強するため、研究マネジメント人材（URA等）の確保・活用と大学改革・集中的な研究
環境改革の一体的な推進を支援・促進することにより、我が国全体の研究力強化を図る。

研究大学強化促進事業

人文学・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、多様で独創的な「学術研究」を幅広く支援する。新種目「学術変
革領域研究」の創設や基金化の拡大等による新興・融合領域の開拓の強化や、若手研究者への重点支援等により、科研費改革
を着実に推進する。

科学研究費助成事業（科研費）
令和2年度予算額(案) 237,350百万円

(  前年度予算額 237,150百万円 )

令和2年度予算額(案) 4,060百万円
(  前年度予算額 4,223百万円 )

先端研究基盤共用促進事業
全ての研究者に開かれた研究設備・機器により、研究者がより研究に打ち込める環境を実現するため、産学官が共用可能な

研究施設・設備を繋ぐ共用プラットフォームの形成、競争的研究費改革との連携等による研究機器の組織的な共用体制の確立
（コアファシリティ化）を推進する。更に、研究生産性と地域の研究力向上に資するよう、遠隔利用システム等を活用した研
究機器の相互利用推進のための実証実験を行う。

令和2年度予算額(案) 1,213百万円
(  前年度予算額 1,355百万円 )

「創発的研究」の場の形成
令和2年度予算額(案) 60百万円(新規)
( 令和元年度補正予算案   百万円 )

研究力向上に向けた基礎研究力強化と
世界最高水準の研究拠点の形成

令和2年度予算額(案) 301,690百万円
(前年度予算額 304,712百万円)

※運営費交付金中の推計額含む
令和元年度補正予算額(案)     56,869百万円

ニュートリノ研究の次世代計画である「ハイパーカミオカンデ計画」に新たに着手するとともに、口径8.2mの大型光学
赤外線望遠鏡「すばる」の共同利用研究の推進や、全国の研究者・学生の教育研究活動に必須である学術情報ネットワーク
（SINET）の強化など、我が国の共同利用・共同研究体制を高度化しつつ、世界の学術研究を先導する（国立大学法人運営費
交付金等に別途計上）。

（参考）世界の学術フロンティアを先導する大規模プロジェクトの推進 令和2年度予算額(案) 32,091百万円
(  前年度予算額 34,382百万円 )
【令和元年度補正予算額(案)  4,984百万円】

国が定めた戦略目標の下、組織・分野の枠を越えた時限的な研究体制を構築し、イノベーションの源泉となる基礎研究を
戦略的に推進する。特に、「さきがけ」の充実等による新興・融合領域の開拓強化や若手研究者が自立的な研究に取り組む
ための支援強化を図る。※一部事業の統合に伴う当然減を除き、対前年度5億円増

戦略的創造研究推進事業（新技術シーズ創出）
令和2年度予算額(案) 41,787百万円

(  前年度予算額 42,444百万円 )

若手を中心とした多様な研究者が自由で挑戦的・融合的な研究を進めるための資金と研究に専念できる研究環境を確保する
とともに、研究者のニーズが高い先端的な研究設備を整備・共用する。
【令和元年度補正予算額(案)】 ・創発的研究支援事業 （ 50,000百万円）

・先端共用研究設備の整備（ 5,000百万円）

「創発的研究」の場の形成
令和2年度予算額(案) 60百万円(新規)
【令和元年度補正予算額(案) 55,000百万円】

令和2年度予算額(案) 5,871百万円
(  前年度予算額 6,750百万円 )

※
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